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　ご祈願を受けられた方には御札、
七五三守の他、千歳飴、風車、記
念品などがお受け頂けます。 

　京阪神からの団体様ほか、丹後、
但馬の会社、隣保、老人会、婦人
会の方も多く来られています。楽
しくて元気になる法話です。時間
はご要望通りに。ご相談下さい。 

　　　　　　　　 をご存知ですか。但馬も頑張ってお
られますが、京都府も今まで以上に観光促進に動き出
しています。久美浜の表通りの美装化、かぶと山の展
望台の改装などが今年中に行われます。ご期待下さい。 

　　　　　　　　 をご存知ですか。但馬も頑張ってお
られますが、京都府も今まで以上に観光促進に動き出
しています。久美浜の表通りの美装化、かぶと山の展
望台の改装などが今年中に行われます。ご期待下さい。 

たけなわ 

…ワレモコウ、フジバカマ、秋丁子、 
　ホトトギス、秋桐、野紺菊、 
　大文字草、秋明菊　他 

…紅葉、磯菊、山リンドウ、吉祥草、 
　山茶花、薩摩野菊　他 

＊フジバカマには毎年、“渡り”をする蝶、 
　「アサギマダラ」がやってきます。運が 
　良ければ今年も出会えるかもしれません。 

七五三詣 七五三詣 七五三詣 
　１０月も半ばを過ぎると、山法
師、櫨、萩、ドウダンツツジな
どが一斉に紅葉します。 
　１１月は七五三の季節です。お
子様の健やかな成長を願ってど
うぞお参り下さい。 

ハゼ 

10月中旬～11月末 

　秋酣となりました。皆様、いかがお過ごしでしょうか。今年の千日
会（８月９日）は台風の接近で、花火や灯籠流しが８月１５日に延期され
ました。千日会と台風が重なったのはおよそ55年ぶりでしょうか。実
際は、当地はほとんど風雨がなかったのですが、その後の大雨で大き
な被害に遭われた地域の方々には、心よりお見舞い申しあげます。法
要や護摩祈願は予定通り９日に行い、大文字焼き・花火は１５日に行わ
れました。 
　多くの方がお参りされ、花火と同時に
門前の海岸から皆様の祈願の書かれた如
意寺の「祈願灯籠」が流され、久美浜湾
は幽玄の灯に彩られました。今年お参り
できなかった方は、ぜひ来年を楽しみに
していただければと存じます。 花説法 花説法 

こんな感じでやっています。 
（予約） 

年 末 年 始 の お 知 ら せ 

家内安全、開運厄除、商売繁盛、試験合格、病気平癒、 
その他の所願成就のご祈願 

● 大晦日の「除夜の鐘」は、午後１１時４０分からです。 
　 ぜひどうぞ。 

● 縁起物、御守、干支置物等の授与品も多数あり。 

● 駐車場は如意寺駐車場と久美浜小学校グラウンドを 
　 ご利用下さい。 

正月三日間 
甘酒 
接待 

如意寺前から久美浜湾・かぶと山を見る 如意寺前から久美浜湾・かぶと山を見る 

（
如
意
寺
前
か
ら
） 

展望台 展望台 
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仏教の“ことば” 

『中道』 

住職のことば住職のことば
◆やさしくすれば、やさしくしてもらえる 

◆人格は生まれつきではなく、習慣によって 

　育てられる。 

◆心の美しい人は、心の美しい人と出会う。 

◆“ひとり”は、必ずしも孤独ではなく、 

　充実した豊穣な生き方である。 

　日常生活で感動する機会というのは意外に少ないものです。旅行をしたり、コンサートや

映画を見たいと思うのは、きっと感動したいからなのでしょう。しかし、日常でも注意して

いれば結構いろいろなことがあるものです。駅のホームで人を助けるために犠牲になられた

方がありましたが、涙なしでは見られないニュースでした。一生懸命の姿に人は感動します。

学生さんの意見発表、スポーツの試合、熱唱や真剣な踊り、テレビの「プロフェッショナル」

に取り上げられる主人公の生き方…。全身全霊をかけた一途な姿に、神仏を見る思いすらし

ます。テニスの錦織選手もすごかったですね。 

　先日、某新聞の文芸欄を読んでいて、一首の短歌に目がとまりました。ヒロシマを詠った

ものです。『黙祷を捧げて水を飲むこれは何万人が飲めなかった水』(大阪市の女性)。何度読

み返してもこみ上げる熱いものを感じました。何十万人の方々が無辜の死を遂げられた事実

に改めて思いを馳せるとともに、６９年経ってなおそのことに深く寄り添う読み手の心に強い

共感をおぼえます。同じ頁に美しい俳句も見つけました。『水中に風あるごとき金魚かな』。

解説不要の名句ではないでしょうか。 

　感動によって、より深く学び、生きる知恵や希望、そして勇気をも

らいます。昭和の衆議院議員加藤シズエさんは、「一日に十回感動し

なさい。」と言われましたが、一日一回でもよいでしょう。一日が終

わると心身疲れきってしまう私たちですが、平凡な日々の中でも、生

かされている喜びを感じ、“何かにひたむきに向きあう心”を失わず

に過ごしたいと思います。自戒を込めて。 

　お釈迦様は苦行を続ける中で、苦も楽も極端

になると幸福にはつながらないことを悟られま

した。仏教では、どちらか一方にかたよらない

あり方を「中道」と言います。頑張りすぎても

心身ともに疲れてしまって続かないし、かと言

って手を抜けば進歩もありません。仕事も趣味

も修業も続けることに意味があります。「いい

加減」とは本来そういう意味で、「ほどほど」

の大切さを教えます。「中道」は、二つのもの

の真ん中、という意味ではなく、 

もう少し頑張ってみよう、 

この辺でやめておこうと 

全体のバランスをとる 

ことの大切さをいいます。 


